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２０２０年１０月９日  

 

実 行 委 員 

エキストラ 

審 査 員 

参 加 者 

溺水防止救助救命本部  

パトロール能力向上委員長  

 

第５回ＪＬＡシミュレーション審査会【葉山会場】 

実施細部 通知 

 

１. 実行委員会・エキストラ・審査員構成を次ページ以降に表記 

２. タイムテーブルを次ページ以降に表記 

３. 審査票 

別紙１から別紙５の通りとします。 

４. 配点割合 

別紙６の通りとします。 

５. 感染対策など 

別紙７-１、７-２の通りとします。 

当該参加チームは、審査会当日１４日前（２０２０年１０月１０日）からの体調管理チェッ

クシートを活用し、審査会当日に参加者分を受付時に提出願います。 

審査員及び係員も、審査会当日１４日前（２０２０年１０月１０日）からの体調管理チェッ

クシートを活用し、審査会当日に受付時提出願います。 

６. その他 

当日までに変更あった場合は、当日の審査会当日の開会式で伝達します。 

 

問合せ先 

公益財団法人日本ライフセービング協会 

〒105-0013 東京都港区浜松町 2-1-18 トップスビル 1F 担当 中山 

ＴＥＬ：０３-３４５９-１４４５ ＦＡＸ：０３-３４５９-１４４６ 

https://ls.jla-lifesaving.or.jp/ 

（問合せ時間 １２：００～１８：００） 

  

様 
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実行委員会配置 

実行委員長 統括 進行 

菊地 太    溺水防止救助救命本部副本部長 

次番者テント担当（◎はリーダー、〇はサブリーダー） 

1. ◎小林 俊樹  ライフセービングシステム開発委員長 

2. 〇内田 直人  防災対策室長 

実施チームテント担当 資器材定位置確認担当（◎はリーダー、〇はサブリーダー） 

1. ◎内田 直人  防災対策室長 

2. 〇小林 俊樹  ライフセービングシステム開発委員長 

3. 坂本 陸    西浜サーフライフセービングクラブ 

4. 城田 嵐    横浜海の公園ライフセービングクラブ 

5. 小野 慧伍   九十九里ライフセービングクラブ 

6. 山本 美奈   九十九里ライフセービングクラブ 

7. 金井 浩郎   九十九里ライフセービングクラブ 

8. 尾島 みさき  九十九里ライフセービングクラブ 

審査票集計担当（◎はリーダー、〇はサブリーダー） 

1. ◎石川 仁憲  溺水防止救助救命本部本部長 

2. 〇佐藤 洋二郎 アカデミー本部副本部長 

3. 小林 俊樹   ライフセービングシステム開発委員長 

テント等会場設営撤収担当（◎はリーダー、〇はサブリーダー） 

1. ◎小林 俊樹  ライフセービングシステム開発委員長 

2. 〇中川 健   パトロール能力向上委員長 

3. 安達 雄太    勝浦ライフセービングクラブ 

4. 板垣 俊輔   九十九里ライフセービングクラブ 

5. 篠田 敦子   館山サーフライフセービングクラブ 

6. 安田 春暁   九十九里ライフセービングクラブ 

7. 齋藤 愛子   大竹サーフライフセービングクラブ 

8. 鶴園 宏海   大竹サーフライフセービングクラブ 

9. 楠本 慶明   常陸ライフセービングクラブ 

記録担当 

1. 記録用動画撮影 大森 修登  九十九里ライフセービングクラブ 

弁当振り分け担当（◎はリーダー、〇はサブリーダー） 

1. ◎小林 俊樹  ライフセービングシステム開発委員長  

2. 中川 健    パトロール能力向上委員長 

3. 中山 昭    事務局次長 

 

※  上記に係員の係員を配置しましたが、審査員、エキストラ、ＪＬＡ事

務局の皆さんのご支援が必要ですので、お手すきの際は、各セクション

ご協力のほど宜しくお願い致します。  
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エキストラ 

1. 協力公的救助機関 
２０２０年１０月２４日（土）神奈川県三浦郡葉山町下山口 大浜海岸 
 葉山町消防本部 救急隊員資器材 

2. 協力公的救助機関、医療機関車両等 
２０２０年１０月２４日（土）神奈川県三浦郡葉山町下山口 大浜海岸 
 医療法人社団幸隆会多摩丘陵病院 救急車１台 メインストレッチャー含む 

3. 救急隊員エキストラ（◎はリーダー、〇はサブリーダー） 

◎村田 恭隆   大竹ライフセービングクラブ 
〇後関 裕輔   東京消防庁ライフセービングクラブ 

山崎 敦    西浜サーフライフセービングクラブ 
岸田 興喜   東京消防庁ライフセービングクラブ 
寺尾 匡人   東京消防庁ライフセービングクラブ 

4. エキストラ（◎はリーダー、〇はサブリーダー） 

◎中川 健    パトロール能力向上委員長 
〇安達 雄太    勝浦ライフセービングクラブ 
〇板垣 俊輔   九十九里ライフセービングクラブ 

篠田 敦子   館山サーフライフセービングクラブ 
安田 春暁   九十九里ライフセービングクラブ 
齋藤 愛子   大竹サーフライフセービングクラブ 
鶴園 宏海   大竹サーフライフセービングクラブ 
楠本 慶明   常陸ライフセービングクラブ 

5. AED リモコン操作 トランシーバーによる仮想消防 ダミー容態変化呼称 
菊地 太    溺水防止救助救命本部副本部長 

審査員構成 

1. ２０２０年１０月２４日（土）神奈川県三浦郡葉山町下山口 大浜海岸 
長 横浜海の公園ライフセービングクラブ推薦           座間 吉成 
長 葉山ライフセービングクラブ推薦               高橋 啓一 
員 南伊豆ライフセービングクラブ推薦              調整中 
員 東海大湘南校舎ライフセービングクラブ推薦          調整中 
長 大竹サーフライフセービングクラブ推薦            有賀 滉 
員 逗子サーフライフセービングクラブ推薦            調整中 
長 西浜サーフライフセービングクラブ推薦            調整中 
員 鹿嶋ライフガードチーム推薦                 調整中 
員 銚子ライフセービングクラブ推薦               米澤 柚衣 
員 熱川ライフセービングクラブ推薦               調整中 
員 横須賀海上保安部 
長 葉山町消防本部 主任                    近藤 毅歩 様 
長 ＪＬＡスーパーバイザー                                     小峯 力 
員 ＪＬＡスーパーバイザー                                     中見 隆男 
員 ＪＬＡスーパーバイザー                                     足立 正俊 
Ｍ ＪＬＡメディカルダイレクター                北村 伸哉 
Ｍ ＪＬＡメディカルダイレクター                吉澤 大 
長 ＪＬＡアカデミー本部推薦                  村井 亜紗子 
員 ＪＬＡスポーツ本部推薦                   西山 俊 
員 ＪＬＡ教育本部推薦                     大山 玲奈 
審 溺水防止救助救命本部長                    石川 仁憲 
計 溺水防止救助救命本部副本部長                菊地 太 

 
2. 審査票担当（各審査員の氏名前に記載されている記号は以下の通りとします。） 

長 監視長審査担当 
員 監視員審査担当 
M 救護手技審査担当 
審 審査長全体審査担当 
計 時間審査担当 

※ 審査票は、別紙の通りとします。 
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2020 年 10 月 24 日（土）神奈川県葉山会場 当日ﾀｲﾑﾃｰﾌﾞﾙ 

時間 項目 備考 

07：00 係員集合 会場設営開始  

08：00 会場設営完了 エキストラ説明会開始  

08：30 エキストラ説明完了 審査員・救急隊エキストラ説明開始  

09：00 審査員説明終了 実施チーム受付開始  

09：50 全実施チーム参加者本部テント前集合 開会式に伴い集合  

10：00 主催者挨拶 日本ライフセービング協会 入谷拓哉 理事長 

ご挨拶 関係各所ご挨拶及びご紹介 

事務連絡及び補足説明 

 

10：30 第１回目実施 熱川ライフセービングクラブ  

10：45 第２回目実施 銚子ライフセービングクラブ  

11：00 第３回目実施 鹿嶋ライフガードチーム  

11：15 第４回目実施 西浜サーフライフセービングクラブ  

11：30 第５回目実施 逗子サーフライフセービングクラブ  

11：45 第６回目実施 大竹サーフライフセービングクラブ  

12：00 審査員・係員・エキストラ 昼食  

13：00 第７回目実施 東海大学湘南校舎体育会ライフセービングクラブ  

13：15 第８回目実施 南伊豆ライフセービングクラブ  

13：30 第９回目実施 葉山ライフセービングクラブ  

13：45 第１０回目実施 横浜海の公園ライフセービングクラブ  

14：15 各公的救助機関、MD、審査長 講評 表彰 事務連絡  

15：15 ■実施チーム 撤収は審査員以外協力 

本部テント２張以外は撤収開始 車内積載開始 その後 解散 

 

15：45 ■事務連絡 全係員解散  

※すべての事項は進行によって早まる可能性があります。 

※エントリーの早かったチームは実施順序が後になっています。 
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問合せ先 

溺水防止救助救命本部副本部長 菊地太 

TEL：０９０－７０００－５７６２ 

公益財団法人日本ライフセービング協会 

〒105-0013 東京都港区浜松町 2-1-18 トップスビル 1F 担当 中山 

ＴＥＬ：０３-３４５９-１４４５ ＦＡＸ：０３-３４５９-１４４６ 

https://ls.jla-lifesaving.or.jp/ 

（問合せ時間 １２：００～１８：００） 

  

第５回 

本部テント受付にて参加者・係員・見学者含むすべての方の検温を実施します。検温実施

後は、実施済みのリボンを手渡しますのでご理解ご協力の程よろしくお願い致します。 
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別紙１       監 視 長 審 査 票 
番号 項目 小項目 点数 小計 

１ 

継続監
視対応 

状況に合わせた継続的な監視体制を確保できていたか １  ２  ３  ４  

２ 救護活動に対しての指示は的確であったか １  ２  ３  ４  

３ 全体の監視員配置を把握していたか １  ２  ３  ４  

４ 

有
事
対
応 

公
的
救
助
機
関
対
応 

傷病者の観察情報を把握していたか １  ２  ３  ４  

５ 関係者及び周囲の状況情報を把握していたか １  ２  ３  ４  

６ 観衆への協力を含め、活動依頼などがされていたか １  ２  ３  ４  

７ 
公的救助機関が到着する前から、引き継ぐことを考え指
示し行動させていたか 

１  ２  ３  ４  

８ 
搬送リレーの一員として協力し、公的救助機関の現場早
期出発へ寄与できていたか 

１  ２  ３  ４  

９ 公的救助機関への申し送りは十分であったか １  ２  ３  ４  

１０ 監視長から監視員への指示は良好であったか １  ２  ３  ４  

１１ 指示に対して監視員からの応答を確認していたか １  ２  ３  ４  

１２ 継続監視を含め、全体を把握していたか １  ２  ３  ４  

１３ 
状況に
合わせ
た対応 

関係者に対し、接遇に配意できていたか １  ２  ３  ４  

１４ 危険行為がなかったか １  ２  ３  ４  

１５ 資器材を丁寧に取り扱わせていたか １  ２  ３  ４  

１６ 監視長としての指揮項目は十分であったか １  ２  ３  ４  

１７ 
必要に応じて声の抑揚を使い分け、効果的な指示ができ
ていたか 

１  ２  ３  ４  

１８ 士気は旺盛だったか １  ２  ３  ４  

１９ 
感染防止対策は

十分であったか  最大１３点 点 

２０ 総括点 最大１５点 点 

  

合計得点   １００点満点中 点 

    
検 討 事 項 (足りなければ裏面へ記入願います) 

推 奨 事 項 (足りなければ裏面へ記入願います) 

 

審査員氏名           実施チーム名                          
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別紙２      監 視 員 審 査 票 
番号 項目 小項目 点数 小計 

１ 継続監

視対応 

他の監視員との連携は的確であったか １  ２  ３  ４  5  

２ 救護活動に対しての行動は的確であったか １  ２  ３  ４  5  

３ 

有

事

対

応 

公

的

救

助

機

関

対

応 

監視長の指示のもと、組織的な活動ができてい

たか 
１  ２  ３  ４  5 

 

４ 傷病者の観察方法は的確であったか １  ２  ３  ４  5 
 

５ 

公的救助機関への協力体制は十分であったか 

搬送リレーの一員として協力し、公的救助機関の

現場早期出発へ寄与できていたか 

１  ２  ３  ４  5 

 

６ 公的救助機関への申し送りは十分であったか １  ２  ３  ４  5 
 

７ 
他の監視員との連携は的確であったか 

知り得た情報を監視員間で共有できていたか 
１  ２  ３  ４  5 

 

８ 

状況に

合わせ

た対応 

周囲の自然環境などを考慮して活動できいたか １  ２  ３  ４  5  

９ 関係者に対し、接遇に配意できていたか １  ２  ３  ４  5  

１０ 資器材の取り扱いは習熟していたか １  ２  ３  ４  5  

１１ 観衆に配意した行動ができていたか １  ２  ３  ４  5  

１２ 士気は旺盛だったか １  ２  ３  ４  5  

１３ 
感染防止対策は
十分であったか  最大２０点 点 

１４ 総括点 最大２０点 点 

  

合計得点   １００点満点中 点 

    
検 討 事 項 (足りなければ裏面へ記入願います) 

推 奨 事 項 (足りなければ裏面へ記入願います) 

 

審査員氏名           実施チーム名                         
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別紙３    救 護 手 技 審 査 票 
番号 項目 小項目 点数 小計 

１ 

観察 

要領 

周囲の状況を的確に把握し手技に移ったか １  ２  ３  ４  

２ 
観察が形式的でなかったか 
全身の観察要領は的確であったか １  ２  ３  ４  

３ 
ＣＰＲなどを開始するまでの搬送があれば 
安全で適切であったか １  ２  ３  ４  

４ ＣＰＲ及び観察を開始する場所は適切であったか １  ２  ３  ４  

５ 

有事 

対応 

気道確保の手技は適切であったか １  ２  ３  ４  

６ 胃内容の逆流の対処は適切であったか １  ２  ３  ４  

７ 人工呼吸が必要な場合は適切であったか １  ２  ３  ４  

８ 
必要である場合、胸骨圧迫のテンポ・圧迫の強さ・手
の位置は適切であったか １  ２  ３  ４ 

 

９ 必要である場合、胸骨圧迫の中断は十分短かったか １  ２  ３  ４  

１０ 資器材の取り扱いは十分であったか １  ２  ３  ４  

１１ 必要である場合、ＡＥＤの使用は適切であったか １  ２  ３  ４  

１２ 監視員間の連携は十分であったか １  ２  ３  ４  

１３ 
傷病者観察開始から救急車への収容中、ＣＰＲなど
の手技に継続した集中力が保てていたか １  ２  ３  ４ 

 

１４ 

安全 

管理 

連携 

感染防止などに配意した
行動であったか 最大２０点 点 

１５ 監視員自身の安全管理は徹底されていたか １  ２  ３  ４  

１６ 資器材を丁寧に取り扱っていたか １  ２  ３  ４  

１７ 
必要である場合、電気ショックの瞬間含め、ＡＥＤの安
全管理に対する取扱いは適切であったか １  ２  ３  ４  

１８ 公的救助機関への申し送りは的確であったか １  ２  ３  ４  

１９ 総括点 最大１２点 点 

  

合計得点   １００点満点中 点 

    
検 討 事 項 (足りなければ裏面へ記入願います) 

推 奨 事 項 (足りなければ裏面へ記入願います) 

 

審査員氏名           実施チーム名                         
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別紙４  審 査 長 全 体 審 査 票 
番号 項目 小項目 点数 小計 

１ 

継続監
視対応 

状況に合わせた継続的な監視体制を確保できていたか １  ２  ３  ４  

２ 救護活動に対しての指示は的確であったか １  ２  ３  ４  

３ 全体の監視員配置を把握していたか １  ２  ３  ４  

４ 

有
事
対
応 

公
的
救
助
機
関
対
応 

監視長の指示のもと組織的な活動ができていたか １  ２  ３  ４  

５ 傷病者の観察方法は的確であったか １  ２  ３  ４  

６ 関係者及び周囲の状況情報を把握していたか １  ２  ３  ４  

７ 観衆への協力を含め、活動依頼などがされていたか １  ２  ３  ４  

８ 
公的救助機関が到着する前から、引き継ぐことを考え指
示し行動させていたか 

１  ２  ３  ４  

９ 
搬送リレーの一員として協力し、公的救助機関の現場早
期出発へ寄与できていたか 

１  ２  ３  ４  

１０ 公的救助機関への申し送りは十分であったか １  ２  ３  ４  

１１ 監視長は、継続監視を含め、全体を把握していたか １  ２  ３  ４  

１２ 

状況に
合わせ
た対応 

関係者に対し、接遇に配意できていたか １  ２  ３  ４  

１３ 危険行為がなかったか １  ２  ３  ４  

１４ 資器材を丁寧に取り扱わせていたか １  ２  ３  ４  

１５ 資器材の取り扱いは習熟していたか １  ２  ３  ４  

１６ 監視長としての指揮項目は十分であったか １  ２  ３  ４   

１７ 
必要に応じて声の抑揚を使い分け、効果的な指示がで
きていたか 

１  ２  ３  ４  

１８ 士気は旺盛だったか １  ２  ３  ４  

１９ 
感染防止対策は
十分であったか  最大１３点 点 

２０ 総括点 最大１５点 点 

  

合計得点   １００点満点中 点 

    
検 討 事 項 (足りなければ裏面へ記入願います) 

推 奨 事 項 (足りなければ裏面へ記入願います) 

 

審査員氏名           実施チーム名                          
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別紙５ 

時間審査票 想定 
番号 項目 時間 分類 点数 

１ 傷病者への観察開始時間は想定開始から   分   秒 優 良 可 他  

２ 必要であれば傷病者への気道確保は想定開始から   分   秒 優 良 可 他  

３ 必要であれば傷病者へのＡＥＤ解析開始は想定開始から   分   秒 優 良 可 他  

4 １１９番通報は想定開始から   分   秒 優 良 可 他  

5 傷病者の救急車内収容は想定開始から   分   秒 優 良 可 他  

優＝１０点  良＝８点  可＝６点  他＝５点以下     実施チームの平均タイムから分類・点数は算出しま

す。 

 

実施チーム名                                                          

 

 

 

別紙６ 

審査票総合評価配点割合 

監視長審査票        ３０％ 

監視員審査票        ５０％ 

審査長全体審査票      １０％ 

時間管理による審査     １０％ 

救護手技審査票       別途評価 

１. 各地域によって、審査票の担当者数に相違があるので、最終集計時の総合評価配

点割合は上記を反映させます。 

２. 審査票の内容・配点内訳・配点割合は変更ある可能性があります。 
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別紙７-1 

 

 

新型コロナウイルス感染症対策に基づく第 5 回 JLA シミュレーション審査会の開催について 

 

記 

 

 標記の審査会を開催するにあたり、今般の新型コロナウイルス感染症拡大の状況を鑑み、下記のと

おりその対策について万全を期して対応いたします。 

 

１ 昨年度の開催状況 

（１）審査会の運営会議は、運営役員が会議室に集まり対面で行った。 

（２）審査会参加者及び運営役員、スタッフ等関係者の事前の体調確認は行っていない。 

（３）審査会参加者及び運営役員、スタッフ等関係者の当日の体調確認は行っていない。 

（４）審査会参加者及び運営役員、スタッフ等関係者の遠方者の前後宿泊について制限をしていない。 

（５）審査会参加者及び運営役員、スタッフ等関係者の移動交通手段について、公共交通及車両移動

について制限をしていない。 

（６）開・閉会式は、海岸で密集して行った。 

（７）審査会のシミュレーション想定は、ウイルス感染症を想定しない事案で行った。 

（８）審査会参加者及び運営役員、スタッフ等関係者の新型コロナウイルス感染防止対策は行わなか

った。 

（９）運営役員、スタッフ等関係者の昼食は、海岸のテント内で密集して行った。 

（10）審査会会場に感染防止のための隔離用の救護テントは設置しなかった。 

 

２ 今年度の具体的な対策 

（１）審査会の運営会議は、運営役員を会議室に集めずに全てオンラインで行う。 

（２）審査会参加者及び運営役員、スタッフ等関係者の事前の体調確認を行う。（体調管理チェック

シートを当日受付時に提出） 

（３）審査会参加者及び運営役員、スタッフ等関係者の当日の体調確認を行う。（体調管理チェック

シートを当日受付時に提出） 

（４）審査会参加者及び運営役員、スタッフ等関係者の遠方者の前後宿泊については原則行わない。 

（５）審査会参加者及び運営役員、スタッフ等関係者の移動交通手段について、公共交通及車両移動

の際は、マスクを着用し、換気に務め、密にならないように分かれて移動する。 

（６）開・閉会式では、全ての関係者は、マスク着用の上、2m 以上の間隔をとって海岸・屋外で行

う。 

（７）審査会のシミュレーション想定は、感染症(ウイルス感染)を想定した事案で行う。 

（８）審査会参加者及び運営役員、スタッフ等関係者の新型コロナウイルス感染防止対策を行う。 

➢ 審査会実施エリアへの入場の際は、検温と体調管理チェックシートの提出、こまめな手洗

い、アルコール等による消毒を行い、マスク着用を基本とする。 

➢ 審査会の全ての関係者は、2m 以上の間隔を確保する。 

➢ 審査会中は、大きな声で会話をしないようにする。 

➢ 審査会で使用する資器材も、こまめにアルコール等で消毒をする。 

（９）運営役員、スタッフ等関係者の昼食は、海岸のテント内で 2m 以上の間隔を確保して、弁当と

飲み物は単独のものを用意する。 

（10）審査会会場で発熱者、体調が悪い者が出た際は、隔離用の救護テントを設置し、医師と相談の

上、地域の感染対策ガイドラインに基づいて対応する。 

 

３ 新型コロナウイルス感染症対策ガイドライン等 

（１）「新しい生活様式」（厚生労働省公表） 

（２）「ライフセービングイベントの再開に向けた感染拡大予防ガイドライン」 

（３）「新型コロナウイルス感染症緊急事態宣言解除後のライフセーバーの水浴場監視救護活動ガイ

ドライン 2020」 

 

以上  
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別紙７-2  

新型コロナウイルス感染防止対策のため、審査会に参加する初日の14日前から体調管理をチェックしてください。

参加前14日間チェックについては、参加の当日に受付に提出しサインをもらってください。

【活動前7日間の体調チェック】

日付 体温 咳 痰 だるさ その他

1 ℃ あり・なし あり・なし あり・なし

2 ℃ あり・なし あり・なし あり・なし

3 ℃ あり・なし あり・なし あり・なし

4 ℃ あり・なし あり・なし あり・なし

5 ℃ あり・なし あり・なし あり・なし

6 ℃ あり・なし あり・なし あり・なし

7 ℃ あり・なし あり・なし あり・なし

8 ℃ あり・なし あり・なし あり・なし

9 ℃ あり・なし あり・なし あり・なし

10 ℃ あり・なし あり・なし あり・なし

11 ℃ あり・なし あり・なし あり・なし

12 ℃ あり・なし あり・なし あり・なし

13 ℃ あり・なし あり・なし あり・なし

14 ℃ あり・なし あり・なし あり・なし

当日 ℃ あり・なし あり・なし あり・なし

受付チェック

　氏　名： 　所　属：

新型コロナウイルス感染症に係る体調管理チェックシート

　体調などで気になることがあれば記載してください
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